
 

 

 
 
 

第１回 SC(スククリ)マイスターの取組 
～ 生徒会環境委員会 ２月 22 日(水)～３月３日(金) ～ 

 

１・２年生の学年末テストが終わりました。そして、卒業式まであと２

週間余り、修了式まであと１か月余りとなり、令和４年度もいよいよ大詰

めを迎えました。そんな中、２月 17 日(金)の給食時の放送で、１年間お

世話になった教室や校舎に感謝の気持ちを示すというねらいのもと、生徒

会環境委員長から力強く次のような周知・呼び掛けがありました。 

 

２月 22 日(水)～３月３日(金)の期間で、第１回 SC(スククリ)マイスターという取組を行いま

す。「SC(スククリ)」というのは、“スクールクリーン”の略で、「教室をピカピカにして次の学年

に引き渡そう」ということを大きな目的にした清掃活動のことです。この取組の中で全校生の皆

さんには、検定方式で重点的に清掃活動に励んでもらおうと思います。教室と教室前廊下の清掃

活動において 35個の点検項目を用意しました。その点検項目を取組期間最終日の３月３日(金)に

環境委員会の１、２年生で点検を行い、各クラスに以下の基準で１～３級の賞状を授与します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この SCマイスターの取組を通して、ピカピカになった教室を見た時の達成感を感じてほしいで

す。そして、次の学年がとてもきれいな環境で学校生活が送れるように、私たちとともにがんば

りましょう。目指せ １級！ 

 

さて、校内清掃は、子どもたちが健やかな学校生活を送る上で欠かせ

ない時間です。日課の変更等により清掃活動がない日は、途端に校内の

汚れが顕在化し、情操教育の面でもマイナスに働くことを経験上実感し

ているところでもあります。 

また、本来の保健衛生上の目的や生活しやすい環境づくりの他にも、

子どもたちにとって大切な意味をもたらす時間といえます。それは、勤

労の価値観、協力、分担、美的感覚、思いやりを養うこと等につながる

からです。清掃活動は、学校生活で子どもたち全員が自ら取り組める仕

事のひとつであり、当番活動の役割への使命感と、働くことの意義を感

じられます。また、清掃を通じて奉仕活動への意識やその喜びを体感できます。更に、集団活動

の大切さを学ぶ良い機会にもなっています。 

そして、「させられる掃除」から「する掃除」への転換を図る

ため、本校を含め多くの学校で「無言清掃」の取組を行なってい

ます。「無言清掃」とは、その名のごとく黙って清掃を行い、指

示されるのではなく自分で考え役割を自覚しながら行う清掃活

動です。この取組により、おしゃべりを我慢する力や、率先して

汚れを見付け工夫して発見しようとする力、友達への思いやり、

感謝の気持ち等を育むことが期待できます。 

 

本日から、SCマイスターの取組が始まりました。今まで以上にきれいに環境を整え、それぞれ

次の学年へ美しい環境を引き継げるように１級マイスター目指して頑張ってほしいです。 

 

ともに チャレンジ！ 
～ 美しい「あ・や・が・わ」の創造 ～ 
あらたな文化 やすらぐ校風 がんばる心 わの精神 
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2023 年２月 22 日  

全 35チェック項目のうち   

33項目達成…１級 

30項目達成…準１級 

27項目達成…２級 

23項目達成…準２級 

20項目達成…３級 

チェック項目の例(全 35項目から抜粋)   

□教室にゴミは落ちていないか。 

□教室の隅にほこりはたまっていないか。 

□黒板の上は拭かれているか。 

□チョークの粉は捨てられているか。 

□テレビ周辺は掃除されているか。 

□棚にほこりはたまっていないか。 

□窓、窓枠、窓のさんはきれいになっているか。 


